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試験に関する注意�
試験が受けられなかった場合�

平成16年度学部別主要内定企業�
平成15年度学部別主要内定企業�

新しい発見がつきつける疑問に、�
　　　　社会イノベーションが答える。�

アメリカンフットボール部／華道部�

Campus SEIJOCampus SEIJO学生生活�学生生活�

社会イノベーション学部特集号�
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まず、素朴に「イノベーション」とは何かということが、みなさんの一番知りたいことだと思うのですが…。

●そうですね、「イノベーション」というと、

●新学部創設の背景として、

具体的には、どのようにしてその｢イノベーション‘力’｣をつけていくのでしょうか？

●社会イノベーション学部は、

●それには、やはり学生の個性を生かさなくてはなりません。
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●成城大学の伝統を受け継ぎ、個性尊重、少人数教育を行います。

さて、それでは今いる学生にとって、社会イノベーション学部はどのように関わっていくのでしょうか？

●今後は、学部同士の連携が、社会イノベーション学部を含めて、

●また、内にも外にも開かれた学部を目指していますので、

●履修登録も全てｗｅｂ登録にする準備を進めています。

来年の４月が楽しみになりました。今日はいろいろなお話をありがとうございました。
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政策イノベーション学科＜
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心 理 社 会 学 科＜
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試験に関する注意�

試験に関する連絡は、掲示で行います。 受験できる科目は、履修登録している
授業科目のみです。

試験時間は原則として60分です。

試験場には定刻までに入室
して下さい。

定期試験時間割

学生証は受験時も必ず携帯して下さい。

机上に番号が貼られている座席指定の
教室は、

答案用紙の氏名欄および出席
カードは原則としてペン書きです｡
（鉛筆不可）

携帯電話・ＰＨＳ等は、必ず電源を切
ってから入室して下さい。

持ち込み参照物（試験時間割と同時に、許可された科目を発表します）

答案用紙の試験場からの持ち出しは禁止です。

不正行為をした者は学則により処罰されます。
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試験が受けられなかった場合�

「追試験受験願」提出要領

「追試験受験願」提出資格
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学部３年生・短期大学部１年生の方へ

就職資料室について学部４年生・短期大学部２年生及び専攻科の方へ

開室時間

個人情報保護法について
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●学内資格講座説明会�

●インターンシップ�

●アナウンサー希望者ガイダンス�
●就職プレガイダンス�

●学内資格試験講座開講�
●第2回 自己発見レポート（1～3年対象）�

●第1回 自己発見レポート（1～3年対象）�
●模擬面接（4年生対象）�

●第1回就職ガイダンス�
●教員採用試験ガイダンス�
●ミニガイダンス�
●就職準備対策講座（SPI試験対策編）�
●就職準備対策講座（自己分析編）�
●就職活動体験発表会�
●第3回自己発見レポート（低学年対象）�

●第1回就職模擬試験�
●学内企業研究セミナー�
●就職準備対策講座（エントリーシート対策編）�

●就職準備対策講座（面接対策編）�
●就職準備対策講座（マナー編）�
●学内企業セミナー�
●女子学生就職準備セミナー�
　　　　　（ファッション編・メイク編）�
●ミニガイダンス�
●第2回就職模擬試験�

●ミニガイダンス�

●模擬面接�

●第2回就職ガイダンス�
●学内合同企業セミナー�
●第3回就職模擬試験�
●OB・OGセミナー�
●ミニガイダンス�

学内合同企業セミナーについて

平成17年度学内資格講座開設について

平成17年度開講予定の講座

就職情報の詳細はホームページに掲載

HPのトップページ「在学生」をクリック！

http://www.seijo.ac.jp/
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平成16年度学部別主要内定企業
経済学部 文芸学部

平成15年度学部別主要内定企業
経済学部 文芸学部
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法 学 部 短期大学部（専攻科含む）

法 学 部 短期大学部（専攻科含む）
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Character flaws: weaknesses or disabilities?

New discoveries force the question. 

Social innovations will give the answers.

by Dennis Riches <riches@seijo.ac.jp>

Since I joined Seijo University this year as a full-time member of the Faculty of Social Innovation, many people seem

to be wondering what this term "social innovation" means, so I would like to take this opportunity to explain my

interpretation of it with an example.

An innovation is a new idea, method, or device, or the introduction of something new, so social innovation is the

introduction of new values, laws and social structures. You might wonder why social innovation is now important

enough to be the focus of a new university faculty. The answer to that question is that the rapid pace of discoveries is

forcing important changes on society, so social innovation has become a topic that we need to study seriously.

There are many examples of rapid technological change, but here I would like to consider the social implications of

some new drugs that have been discovered. They present dilemmas that could be material for futuristic science fictions,

but they are actually in use already. The dilemma is that our culture has always placed a high value on self-discipline,

fair competition, hard work and individual responsibility, but newly discovered drugs force us to reconsider the

meaning of these values. There are now drugs to stop cravings for food and nicotine, cure performance anxiety and

depression, and improve memory and the ability to pay attention. In other words, the things which we used to consider

personal weaknesses and challenges can now be easily overcome with pills.

Humans have always used drugs to change their mental state, but these drugs were always illegal and dangerous to

health. The new drugs for the mind are legal, highly effective and without the harmful effects of illegal drugs. In some

countries, these drugs are already available to anyone who can convince a doctor that he needs them. The patient might

be someone who is very sick, or a person of average mental health who just wants to do better than average. The people

who want these drugs say they have mental disabilities that are just like physical disabilities, so they want the right to

compete equally in education and in careers. They say that people who can succeed without the drugs just have the

good luck of being born with good genes. They are not morally superior to the unlucky ones. 

In any case, competing for a better life in society is not an Olympic event. If people insist on taking these drugs, there

will be no way to check their blood and urine on a daily basis. Besides, if one country tries to stop the use of such drugs,

other countries will allow them and they might have smarter, happier and more productive people. The society that

keeps its traditional values may fall behind economically. Or it may not. If unhappiness is cured with a pill, is the

unhappiness really gone? As an old saying goes, the man who is smiling may not really be happy, and the man who is

crying may not really be sad.

We have always believed that character traits such as pessimism, anxiety, poor attention and laziness are weaknesses

that successful people overcome by hard work and development of strong character, but these new medicines force us

to completely reconsider our judgments. Are we going to call some people "weak, unintelligent and lazy" or "disabled"?

The answer to this question will come in the form of new laws, social mores and beliefs. Most people are not aware that

society is heading into such new territory. Future advantages will go to the people who are aware of new discoveries

and their implications, and this is how you could think of social innovation as an essential field of study in the new

century. 

http://www.seijo.ac.jp/students/gakusei/misc/stu_mag.html
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成城祭2004

　体育部連合会本部との合同企画として、映画やドラマ、お
台場冒険王などで日本中を沸き上がらせたウォーターボーイ
ズが成城大学トレーニングセンターにやってきました！�
　２回に分けて行われた公演はそれぞれ満員となり、迫力の
ある演技に観客の皆さんも酔いしれていた模様。�
　また、トレーニングセンター体育館ではチアリーディング
部や合気道部、空手道部によるパフォーマンスも行われまし
た。�
　来年度以降も体育部連合会本部との連携を図り、今年度非
常に好評だったこのような合同企画を、一層魅力的なイベン
トとして皆さんにお届けできればと考えております。�

　今年の大学祭は「Are 遊 Ready?」をキャッチフレー
ズに掲げ、準備に準備を重ね当日を迎えました。�
　大学祭が行われた３日間ともに、天気がよく、絶好の
大学祭日和でした。なんと今年の大学祭の延べ来場者数
は２万人を超えました。�
　今年は、来場者の方に心置きなく大学祭を楽しんでい
ただけるように様々な工夫をしました。中庭特設ステー
ジで行われたステージイベント以外にも文化部連合本部�
と協力して実施したスタンプラリー、雄弁会主催による講演会、体育部連合会本部との合同企
画など様々な団体と協力して魅力的なイベントを数多く行えました。�
　また、各号館の装飾、各号館での大学祭紹介映像の放映、フェイスペインティング・ネイル
アート等の無料体験など新しい試みをしてみました。�
　１年間、大学祭を行うために活動している我々、大学祭実行委員会ですが当日たくさのお客
様に足を運んでもらえて本当にうれしかったです。大学祭へ足を運んでいただいたお客様、参
加していただいた参加団体の皆様、協力していただいた学校職員の皆様方、本当にありがとう
ございました。�

トレーニングセンター�
地下屋内プールにて�

　今年の前夜祭は、「どん！と響く前夜祭」をテーマに大学祭
に出展する団体さんがPRを兼ねて舞えや踊れやの大騒ぎ！�
　夜のお祭りならではの、大がかりな照明に演出されて、中庭
の特設ステージめいっぱいにダンス部・放送部・チアリーダー
部・広告研究会など、９つの団体さんの華麗なダンスパフォー
マンス、そしてコントなどが次々に繰り広げられました。�
　また、外部からお招きした創作和太鼓エンターテイメント集
団「いぶき」の皆さんが、男４人の和太鼓パフォーマンスの生
ライブでエンディングを飾り最高潮に！�

　後
クラ

11月1日�

11月2日�

11月3日�

　講
登場
クコ
意外

●
新
体
制
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タ
ー
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参加
手続
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り広
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プダ
スペ
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大学祭実行委員会 委員長　大山　翔司（経済3年）�
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　後夜祭では「光と音の共演」をテーマに、中庭全体がまるで
クラブハウスのような雰囲気に包み込まれ、熱いステージが繰�

誌面制作：大学祭実行委員会 情報宣伝局長　折戸　克洋（経済3年）�

11月1日�
開会式�
前夜祭�
�
11月2日�
音楽祭�
演芸祭�
中夜祭�
ウォーターボーイズTRショー�
セイン・カミュ氏講演会�
�
11月3日�
ナビ祭�
後昼祭�
演武会�
後夜祭�
フリーマーケット�
小宮山洋子氏講演会�
ミスキャンパスコンテスト�

　講演会に今年度はなんとセイン・カミュ氏が
登場！　セインさんによる英会話講座や、トー
クコーナーではプライベートの話まで飛び出し
意外な一面を知ることが出来ました。�

●
大
学
祭
当
日�

�

●
代
表
者
会
議
④�

●
中
庭
配
置
換
え�

●
机
イ
ス
大
移
動�

●
ス
テ
ー
ジ
組
み�

●
２
号
館
看
板
設
置�

●
装
飾
準
備�

●
イ
ベ
ン
ト
リ
ハ
ー
サ
ル
期
間�

�

●
代
表
者
会
議
③�

��

●
イ
ベ
ン
ト
詳
細
確
定�

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作�

�

●
代
表
者
会
議
②�

●
イ
ベ
ン
ト
概
要
決
定�

�

●
代
表
者
会
議
①�

�

●
新
歓
活
動�

�
●
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定�

��

●
新
体
制
ス
タ
ー
ト�

管理課や学生課のご協力の下、
実行委員一同でステージを組ん
だり、看板や横断幕を設置しま
す�

参加団体代表者会議で参加
手続きの案内などを行って
います� 10月中はリハーサルや備品作りに追われる日々…�

り広げられました。�
　特に注目度を集めたのが、タッ
プダンス、ゴスペル、軽音楽部の
スペシャルコラボレーション！�
　軽快な音楽に華麗なタップ、そ
して美しい歌声の調和に酔いしれ
つつ、３日間の祭典は幕を閉じま
した。�

年）�

大学祭パンフレット�
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http://www.seijo.ac.jp/students/gakusei/misc/stu_mag.html
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平成16年度　学生活動奨励賞（学生部長賞）受賞者決定！

18

平成16年度体育部連合会夏季・秋季等主な成績

第5回　ＪＣＦ学生映画祭　グランプリ受賞『パラノイア』

《今後の抱負》
《モノを創る時の心構え…、大切にしていることなど》

《四大戦関係受賞者》

「
激
走
！
」

第22回全日本中国語スピーチコンテスト
東京大会　朗読の部　基礎部門　金賞

関東大学野球サークルトーナメントベストナイン選抜

第25回（2004年度）学長賞懸賞論文入賞者発表

尾渡智佳さん（文3Ｄ）

パラノイア
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硬式庭球部 男女共に「関東大学テニスリーグ」5 部優勝！

女子４部リーグへ昇格！
サッカー部　

東京都 1 部リーグへの昇格決定！

漕艇部 ｢第27回東日本新人選手権漕艇大会｣

男子ダブルスカル　第2位！

「第43回　成城レガッタ」開催される！�
　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　…2004年11月28日（日）日（日）�
「第43回　成城レガッタ」開催される！�
　　　　　　　　　　　…2004年11月28日（日）

「ピース！」４部昇格入替戦
後の最高スマイルショット！

リーグ戦直前３次合宿最終日（伊勢原にて）
～集中はリラックスができてこそ～

男子優勝チーム

はじめてでも大丈夫！ 成城レガッタは、学生・教職員、
老若男女が熱くゴールを目指す。

男子ダブルスカル
石川・小塚ペア

成
城
レ
ガ
ッ
タ
当
日
に
、
上
野

学
生
部
長
か
ら
第
二
位
の
お
祝
い

を
受
取
り
、
ニ
ッ
コ
リ
。
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卒業確定者の発表について

教務部学務課

教務部

進級確定者の発表について

教務部学務課

平成16年度　卒業・修了確定者の証明書発行について

平成16年度成績表送付について
～教務部学務課・学生部～

平成17年度
開講および履修手引・シラバスの配布

｛
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国際交流委員会
～国際交流室～

2005年度　交換留学生募集

2005年カナダ英語短期研修（第一次募集）

2005年度中国語短期研修

《サービス施設の年末年始等予定》
冬季閉館：12月25日（土）～1月7日（金）

図書館：1月8日（土）より平常通り

トレーニングセンター

情報センター：1月11日（火）より平常通り

《閉館日》
日曜・祝日、入試・卒業式・入学式当日

平成16年度学事・行事暦
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主な関係部署の電話番号

編集後記

学生生活　205号

卒業記念パーティー開催のお知らせ
～成城大学卒業記念パーティー実行委員会～

卒業記念アルバム委員会からのお知らせ 個人写真の撮影をしていない方へ

～今号の表紙～
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